
「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」と
それらを評価する方法のイメージ例（たたき台）
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※上記、○囲み部分は、あくまで問題形式の一例として挙げたもの。

1

2

3
連動型

複数選択問題
（仮称）

穴埋め式
（計算問題など）

多肢選択式

連動型
複数選択
＋記述問題

条件付記述式
（説明・要約・作図など）

解答の
自由度の高い
記述式

小論文

短答式

「

ス
テ
通
共
学
入
学
大

ト
」

マークシート 一定の基準に基づき
評価可能な記述式問題

創造性・独創性・芸術性等の
評価も含む記述式問題
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共通テストになじむ問題個別選抜になじむ問題 個別選抜になじむ問題

「大学入学共通テスト」
（記述式）

答えが特定される問題

例えば、設問で一定の条件を
設定した上で、それを踏まえて、
結論や結論に至るプロセスを
解答させるなど

（首都圏模試センターにて一部修正）

答えが複数あり得る問題


